
十
九
世
紀
初
頭
に
始
ま
っ
た
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
中
国
で
の
伝
導

活
動
に
お
い
て
、
医
療
は
福
音
伝
導
・
学
校
教
育
と
共
に
布
教
活
動

の
重
要
な
柱
と
さ
れ
て
き
た
。

プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
各
教
派
に
よ
る
医
療
活
動
が
着
々
と
進
め
ら

れ
る
な
か
で
、
一
八
七
三
年
、
Ｌ
・
コ
ー
ム
ス
が
女
医
と
し
て
初
め

て
北
京
に
来
た
。
彼
女
は
ア
メ
リ
カ
監
理
会
か
ら
派
遣
さ
れ
、
一
八

七
五
年
に
施
療
院
と
女
性
、
子
供
の
た
め
の
病
院
を
開
設
し
た
。
二

番
目
に
中
国
に
渡
来
し
た
女
医
は
、
ア
メ
リ
カ
美
以
美
会
の
Ｓ
・
Ｌ
・

ト
ラ
ス
ク
で
、
福
州
に
派
遣
さ
れ
、
中
国
で
始
め
て
の
女
性
専
用
病

院
を
設
立
し
て
い
る
。
ま
た
同
年
、
ア
メ
リ
カ
監
理
会
か
ら
派
遣
さ

れ
た
Ｌ
・
メ
イ
ソ
ン
も
九
江
で
診
療
活
動
に
当
た
っ
た
。
《
《
関
の
３
暑

呉
○
匡
冒
の
、
①
富
の
島
。
旨
の
雪
）
に
は
一
八
七
○
年
代
に
中
国
に
派
遣
さ
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近
代
中
国
に
お
け
る
宣
教
師
女
医
の
活

動
に
つ
い
て

三

|崎

裕
子

れ
た
女
医
と
し
て
、
コ
ー
ム
ス
以
下
、
十
人
の
名
前
を
あ
げ
て
い

る
。
そ
の
後
、
十
年
単
位
の
派
遣
女
医
の
数
は
、
八
○
年
代
が
二
一

人
、
九
○
年
代
が
二
二
人
、
一
九
○
○
年
代
が
一
八
人
、
そ
の
後
は

一
九
三
七
年
ま
で
が
五
人
と
な
っ
て
い
る
。
中
国
に
渡
っ
た
宣
教
医

の
総
数
は
一
八
八
七
年
ま
で
に
一
五
○
人
を
数
え
る
が
そ
の
う
ち
の

二
七
人
が
女
性
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
さ
ら
に
一
九
一
五
年
に
は
派
遣

医
師
の
半
数
近
く
が
女
医
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
医
療
伝
導
に
お

け
る
女
医
の
重
要
性
を
示
す
と
共
に
、
短
期
間
に
い
か
に
そ
の
活
動

範
囲
が
広
が
っ
た
か
を
示
し
て
い
る
。

そ
の
背
景
に
は
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
医
療
活
動
が
施
療
に
力
を

注
い
で
い
た
こ
と
と
、
医
療
を
受
け
る
中
国
側
の
医
師
に
対
す
る
要

請
が
投
影
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
宣
教
医
た
ち
の
施

療
の
目
的
は
男
女
を
問
わ
ず
多
く
の
人
に
接
す
る
こ
と
で
あ
っ
た

が
、
儒
教
思
想
を
背
景
と
す
る
社
会
で
は
女
性
が
男
医
を
受
け
入
れ

る
の
は
容
易
な
こ
と
で
は
な
か
っ
た
ｃ
社
会
全
体
と
の
関
わ
り
を
持

た
ざ
る
を
得
な
い
施
療
に
お
い
て
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
女
医
の

存
在
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
た
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

宣
教
師
女
医
の
活
動
は
、
三
つ
の
段
階
に
分
け
ら
れ
る
。
第
一
が

施
療
と
女
性
専
用
の
病
院
の
設
立
、
第
二
が
中
国
女
子
医
学
教
育
の

(117）313



宣
教
師
女
医
の
登
場
と
活
動
は
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
派
の
布
教

拡
大
に
欠
く
こ
と
の
出
来
な
い
要
素
で
あ
っ
た
と
共
に
、
中
国
人
女

医
を
輩
出
す
る
契
機
と
も
な
っ
た
。
さ
ら
に
女
性
の
医
師
が
誕
生
し

て
間
も
な
い
時
期
の
宣
教
師
女
医
の
中
国
な
ど
に
お
け
る
活
動
は
、

女
医
の
地
位
の
確
立
と
も
深
く
関
わ
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

（
埼
玉
県
所
沢
市
）

開
始
、
第
三
が
五
・
四
期
以
降
の
高
等
教
育
機
関
の
男
女
共
学
化
に

と
も
な
う
、
共
学
校
で
の
教
授
、
医
学
書
の
翻
訳
、
学
会
活
動
な
ど

で
あ
る
。

前
回
、
陸
軍
君
病
人
は
傭
人
で
は
な
く
下
士
、
卒
で
あ
る
こ
と
を

報
告
し
た
が
、
そ
の
技
術
教
育
に
つ
い
て
は
殆
ど
知
ら
れ
て
い
な

い
○

陸
軍
看
病
人
及
び
看
病
卒
（
以
下
看
病
人
等
と
い
う
）
の
技
術
教
育

の
展
開
は
時
期
的
に
区
分
し
て
次
の
三
段
階
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ

ブ
ｏ
Ｏ

第
一
段
階
組
織
整
備
に
基
づ
く
基
本
技
術
の
要
求
（
明
治
六
年
）

明
治
の
初
め
、
新
政
府
に
よ
っ
て
達
設
を
進
め
ら
れ
た
陸
軍
の
最

大
の
特
徴
は
徴
兵
制
の
採
用
で
あ
っ
た
。
徴
兵
制
は
明
治
二
年
、
時

の
兵
部
大
輔
大
村
益
次
郎
が
献
策
し
た
も
の
で
、
明
治
四
年
の
廃
藩

置
県
を
き
っ
か
け
に
実
現
し
た
も
の
で
あ
る
。
徴
兵
は
明
治
六
年
、

ま
ず
東
京
鎮
台
が
三
千
二
百
七
拾
二
名
を
徴
集
し
、
明
治
七
年
か
ら
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陸
軍
看
病
人
の
教
育
に
つ
い
て
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